
人口と世帯（平成 19年 11 月 1日現在）　1,753 世帯　（-6）　男 2,730 人（-14）　女 2,868（-4）　計 5,598 人（-18）
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　10 月 13 日　役場２階調理室において、親と子の料理教室が

開催されました。子どもたちは食生活改善推進員さんから指導

を受けるとさっそく食材からきざみ始め、お昼にはエビチリ炒

めや中華サラダなどがテーブルに並びました。

親と子の料理教室

教育・生涯学習 8～ 9

おしらせ 10 ～ 13

いたずらわんぱく・窓口から 14

4 ～ 7ニュース

平成１８年度決算状況 2～ 3
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会 計 平
成
18
年
度
決
算

歳入款別決算状況

村税
　15.6％

国庫支出金
3.1％

県支出金
9.0％

地方交付税
49.9％

分担金及び
負担金　1.7％

地方消費税
交付金　1.6%
自動車取得税
交付金　1.2％

地方譲与税
　　3.2％

村債
7.9％

その他
2.7％

繰越金
2.9％

繰入金
1.2％

歳入
3,632,630
単位：千円

平
成
18
年
度
の
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
各
決
算
が
９
月
定
例
村
議
会
に
お
い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
は
、
歳
入
が
36
億
３
，
２
６
２
万
９
，
８
５
４
円
、
歳
出
が
35
億
２
，
８
７
２
万
５
，
７

６
２
円
で
差
引
き
残
金
１
億
３
９
０
万
４
，
０
９
２
円
が
次
年
度
繰
越
金
と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
で
は
、

家
屋
の
評
価
替
え
に
よ
り
固
定
資
産
税
が
２
千
７
百
万
円
ほ
ど
減
り
ま
し
た
。
ま
た
、
地
方
交
付
税
の

割
合
が
歳
入
全
体
の
５
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。
歳
出
で
は
尾
瀬
国
体
終
了
に
よ
り　

国
体
費
が
廃
止
さ

れ
約
２
億
円
、
ま
た
花
の
駅
片
品
へ
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
よ
り
約
１
億
円
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
て

い
ま
す
。

財政の状況 ( 一 般 会 計 )

1 . 財 政 規 模 の 推 移

２ . 指 数 等 ( 平 成 1 8 年 度 )

１歳入総額

２歳出総額

３歳入歳出差引額

４翌年度に繰り越すべき財源

５実質収支

 (A)

(B)

(A)-(B)(C)

(D)

(C)-(D)(E)

4,596,827

4,499,447

97,380

0

97,380

4,374,527

4,250,837

123,690

0

123,690

4,015,632

3,896,406

119,226

0

119,226

4,104,609

4,000,547

104,062

8,621

95,441

3,632,630

3,528,726

103,904

3,559

100,345

平成 14 年度
年　度

区　分
平成 15 年度 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度

（単位：千円 )

○　基準財政収入額
○　基準財政需要額
○　標準財政規模
○　地方債現在高

638,626 千円
2,335,943 千円
2,508,121 千円
3,252,472 千円

○　公債費負担比率
○　実質公債費比率
○　財政力指数
○　経常収支比率

16.1％
14.0％
0.28
88.8％

普通交付税額：基準財政需要額と基準財政収入額の差額
基準財政収入額：標準的な状態で収入が見込まれる税額。
基準財政需要額：標準的な行政を実施するために必要な一般財源の額。
標準財政規模：一般財源の標準的な大きさを表す。標準税収入額＋普通地方交付税＋地方譲与税。
実質収支比率、経常収支比率、公債費比率など基本的な財政指標の分母となる重要な数値。
公債費負担比率：公債費（元利償還金）に充当された一般財源の一般財源総額に対する割合。
実質公債費比率：公債費の標準財政規模に対する割合。特別会計や一部事務組合への公債
費分負担額も含む。１８％を超えると新規起債に制限がかかる。
財政力指数：基準財政収入額を基準財政需要額で除したもの。１を超えると交付税は不交付。
経常収支比率：経常経費（人件費、扶助費、公債費など毎年経常的に支出されるもの）に充て
られた一般財源を経常一般財源の総額で除したもの。数値が低いほど財政の自由度が高いとされる。
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一 般

歳出
3,528,726
単位：千円

総務費
19.9%

民生費
15.5%

衛生費
13.0%

土木費
13.7%

消防費
4.1%

商工費
1.8%

農林水産業費
5.1%

議会費
2.0%

諸支出
2.6%

公債費
13.2%

教育費
9.2%

歳出款別決算状況

単位：千円

単位：千円

入湯税

村たばこ税

軽自動車税

固定資産税

村民税

特別交付税

普通交付税

平成 14年度 平成 15 年度 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度

643,054 634,901
596,521 588,248 566,028

2,055,094
1,888,606

1,771,052 1,810,945 1,811,345

平成 14 年度 平成 15 年度 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

村 税 の 推 移 ( 過 去 ５ 年 間 )

地方交付税の推移 ( 過去５年間 )

議　会　費
総　務　費
民　生　費
衛　生　費
農　林　水 
商　工　費 
土　木　費 
消　防　費 
教　育　費 
公　債　費 
諸　　　費 

　１人当り
12,509 円
124,069 円
96,262 円
81,082 円
31,536 円
11,465 円
85,211 円
25,306 円
57,281 円
82,152 円
15,902 円

村
民
一
人
当
た
り
に
使
わ
れ
る
お
金

村
民
一
人
当
た
り
の
村
税
負
担
額

計　622,775 円

計　93,204 円

平成１８年度

村　民　税

固定資産税

軽自動車税

村たばこ税

入　湯　税 

１人当り

18,192 円

64,907 円

2,514 円

6,852 円

739 円

　

　この数字は平成 19 年 3月 31 日
の人口 5,666 人で単純に割った もの
です｡ 法人関係は含まれていません｡

一般会計
国保会計
老保会計
簡水会計
介護会計
下水道会計
合計

平成１８年度予算決算総括表

3,679,755
740,583
624,518
118,291
312,596
 244,312
 5,720,055

3,632,630
764,788
 626,148
120,353
314,822
245,659
5,704,400

3,528,726
 730,725
 614,874
115,605
304,090
239,142
5,533,162

観光施設
事業特別
会計

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

370,491
370,465

 0
48,357

323,749
 354,398

 0
48,356

( 単位：千円 )

公営企業会計 (単位：千円 )

区　分

区　分 項　目 予　算　額 決　算　額

予　算　額
歳　　入　　歳　　出
決　　算　　額
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ニュース

県
市
町
村
対
抗
ゴ
ル
フ
で
団
体
・
個
人
優
勝

　

第
19
回
群
馬
県
市
町
村
対
抗
ゴ
ル
フ

選
手
権
大
会
が
渋
川
市
白
水
ゴ
ル
フ
倶

楽
部
で
開
催
さ
れ
、
片
品
村
か
ら
梅
沢

吉
朗
さ
ん
、
植
田
浩
二
さ
ん
、
萩
原
裕

文
さ
ん
が
チ
ー
ム
を
組
み
出
場
し
ま
し

た
。

　

片
品
村
予
選
会
、
利
根
沼
田
市
町
村

大
会
で
勝
ち
上
が
っ
た
３
人
は
ト
ー
タ

ル
２
１
８
で
初
優
勝
を
狙
う
高
崎
市
に

４
打
差
を
つ
け
る
見

事
な
ゴ
ル
フ
で
優
勝

し
ま
し
た
。

　

片
品
村
が
初
優
勝

し
た
第
５
回
大
会
か

ら
比
べ
る
と
難
コ
ー

ス
に
な
り
、
出
場
選

手
も
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

し
て
き
た
な
か
で
の

優
勝
は
大
変
価
値
の

あ
る
も
の
で
す
。

　

萩
原
さ
ん
は
「
初

優
勝
を
狙
う
34
万
人

の
高
崎
市
代
表
を
５

千
人
の
村
の
代
表
が

振
り
き
っ
て
２
度
目

の
優
勝
を
飾
っ
た
の

は
、
改
め
て
片
品
村

ゴ
ル
フ
の
レ
ベ
ル
の

高
さ
を
見
せ
ら
れ
た

と
思
う
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

同
個
人
戦
で
も
梅
沢
さ
ん
が
初
優

勝
、
萩
原
さ
ん
が
３
位
と
片
品
村
選

手
の
活
躍
が
目
立
っ
た
大
会
で
し
た
。

  「
地
域
づ
く
り
講
演
」
を
開
催
し
ま
し
た

　

平
成
19
年
10
月
19
日
片
品
村
文
化
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
地
域
づ
く
り
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た
。 

講
師
は
、 「
地
元
学
」 

を
提
唱
す
る
結
城
登
美
雄
先
生
で
、  

東

北
各
地
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
し
た
経

験
を
交
え
た
提
言
や
、  

こ
れ
か
ら
地
域

で
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
等
、 

貴
重
な
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ぐ
ん
ま
文
化
観
光
社
・
片
品

　
　
　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

萩原裕文さん　　　　　植田浩二さん　　　　　梅沢吉朗さん

文化センターステージ

ぐ
ん
ま
の
山
村
・
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　

体
験
フ
ェ
ア
に
参
加
し
ま
し
た

　

9
月
23
日
（
日
）、 

群
馬
県
庁
県
民

広
場
・
県
民
ホ
ー
ル
で
「 

ぐ
ん
ま
の

山
村
・  

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
体
験

フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
農
山
村
の
自
然
・
文

化
・
産
業
の
紹
介
や
、
農
山
村
の
暮
ら

し
を
楽
し
む
旅
＝
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
Ｐ
Ｒ
を
通
じ
て
、
都
市
と
農
山
村

と
の
相
互
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

会
場
で
は
農
産
物
や
加
工
品
な
ど
の

展
示
即
売
や
実
演
・
体
験
な
ど
が
行
わ

れ
、
家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。

　

片
品
村
か
ら
は
観
光
Ｐ
Ｒ
の
他
、
展

示
即
売
に
尾
瀬
ド
ー
フ
、   

体
験
コ 

ー

ナ
ー
で
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ
が
参
加
し

ま
し
た
。            （
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

悪天候だったが人出は意外と多い

り
ん
ご
（
陽
光
）、
ミ
ニ
大
根
、
舞
茸
、

ブ
ナ
シ
メ
ジ
、
野
沢
菜
漬
を
持
参
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「
練
馬
ま
つ
り
」

　
　
　

  

で
観
光
Ｐ
Ｒ

　

10
月
21
日
、   「
練
馬
ま
つ
り
」   

が
開

催
さ
れ
、
片
品
村
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

練
馬
区
長
や
尾
瀬
の
郷
親
善
大
使
の

秋
本
さ
ん
も
片
品
村
ブ
ー
ス
に
お
立
ち

寄
り
い
た
だ
き
激
励
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、 

今
年
も
練
馬
区
群
馬
県
人
会

の
萩
原
さ
ん
（
土
出
出
身
）
に
早
朝
よ

り
ご
協
力
い
た
だ
き
、
片
品
村
を
広
く

宣
伝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）
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10
月
20
日
〜
21
日
に
、
東
京
都
と
群

馬
県
共
催
に
よ
る
「
水
源
地
域
の
植
林

体
験
会
」
が
紅
葉
最
盛
期
の
戸
倉
地
内

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
植
林
体
験
会
」
の
趣
旨
は
、

水
と
水
を
育
む
森
林
の
大
切
さ
や
、
流

域
全
体
の
た
め
に
造
ら
れ
る
ダ
ム
や
水

源
地
域
の
問
題
に
つ
い
て
流
域
全
体
で

考
え
、
取
組
む
こ
と
を
目
指
し
、
よ
り

多
く
の
方
々
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た

め
の
事
業
で
す
。

　

参
加
者
は
、
東
京
都
・
群
馬
県
総
勢

（
64
名
）
で
し
た
。

  「
水
源
地
域
の
植
林
体
験
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

今
回
の
植
林
実
施
に
あ
た
り
、
植
林

場
所
を
提
供
し
て
頂
い
た
戸
倉
牧
野
農

業
協
同
組
合
様
や
植
林
作
業
か
ら
山
林

の
自
然
解
説
ま
で
し
て
い
た
だ
い
た 

「
山
造
ほ
う
し
の
会
」 

の
皆
様
方
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
事
業
は
今
年
で
10
周
年
に
あ
た
り

小
学
４
年
生
か
ら
最
高
齢
83
歳
の
方
々

と
、
都
と
県
の
代
表
者
に
よ
り
記
念
植

樹
も
行
い
、 

オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
・
コ
ナ

ラ
な
ど
２
０
０
本
の
植
林
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
交
流
な
ど
憩
い

の
場
所
と
し
て
、
活
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

翌
日
に
は
間
伐
作
業
の
見
学
後
、
わ

く
わ
く
体
験
郷
で
う
ど
ん
と
、
や
き
も

ち
の
手
作
り
体
験
を
行
い
片
品
の
秋
を

満
喫
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　

 　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

植林の様子

植
林
前
に
参
加
者
で
記
念
撮
影

　

平
成
19
年
９
月
30
日
の
選
挙
管
理
委

員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の
方
々
が

新
し
い
委
員
に
選
任
さ
れ
、
10
月
１
日

か
ら
就
任
し
ま
し
た
。　

　

平
成
23
年
９
月
30
日
ま
で
の
４
年
間

の
任
期
と
な
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

◎
選
挙
管
理
委
員

　
　
（
委
員
長
）

　
　

摺
渕
一
〇
八
九
番
地

　
　
　
　

千　

明　

貞　

夫　

氏

　
　
（
委
員
長
職
務
代
理
）

　
　

土
出
二
二
九
八
番
地

　
　
　
　

吉　

野　

弘　

一　

氏

　
　

鎌
田
四
一
一
六
番
地
一

　
　
　
　

入　

澤　
　

悟　
　

氏

　
　

東
小
川
一
三
一
五
番
地

　
　
　
　

星　

野　

道　

夫　

氏

　

◎
補
充
員

　
　

菅
沼
四
五
八
番
地

　
　
　
　

大　

竹　

敏　

彦　

氏

　
　

花
咲
三
七
五
番
地

　
　
　
　

星　

野　

堅　

司　

氏

　
　

越
本
一
八
七
一
番
地1

　
　
　
　

入　

澤　

博　

文　

氏

　
　

戸
倉
五
九
四
番
地

　
　
　
　

萩　

原　

照　

夫　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
）

新
し
い
選
挙
管
理
委
員
の

方
々
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
10
年
９
月
１
日
よ
り
人
権
擁
護

委
員
と
し
て
ご
活
躍
く
だ
さ
い
ま
し
た

中
井
の
小
山
内
義
友
さ
ん
が
、
本
年
９

月
30
日
を
も
っ
て
退
任
と
な
り
ま
し
た
。

長
い
間
人
権
擁
護
活
動
に
あ
た
ら
れ
た

ご
苦
労
に
対
し
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
後
任
に
は
上
小
川
の
小
山
倫

太
郎
さ
ん
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
山
委
員
さ
ん
の
ご
活
躍
を
ご
期
待

申
し
上
げ
ま
す
。

　

小
山
倫
太
郎　
　
（
58
）
３
９
５
７

 

新
人
権
擁
護
委
員
に
小
山
倫
太
郎
さ
ん
が
任
命
さ
れ
る

小山倫太郎さん（東小川）

広 報 か た し な        H19 . 11

龍
滄
院
で 

朗
読
劇
「
耳
無
芳
一
」
公
演

　

10
月
17
日   （
水
）、   

東
小
川
龍
滄
院

で
片
品
朗
読
劇
団
モ
ナ
リ
座
と
和
讃
の

会
に
よ
る
朗
読
劇
「
耳
無
芳
一
」
が
公

演
さ
れ
ま
し
た
。

　

朗
読
劇
の
公
演
は
、
県
内
で
は
あ
ま

り
例
を
見
ま
せ
ん
が
、
モ
ナ
リ
座
の
皆

さ
ん
は
旧
家
を
使
っ
た
小
公
演
か
ら
群

馬
県
庁
公
演
な
ど
、
地
道
に
活
動
し
て

き
ま
し
た
。

　

今
回
、
和
讃
の
会
と
の
合
同
公
演
は

歴
史
と
格
式
あ
る
龍
滄
院
の
雰
囲
気
に

も
融
和
し
、
素
晴
ら
し
い
公
演
に
な
り

ま
し
た
。

　

モ
ナ
リ
座
の
皆
さ
ん
は
11
月
11
日
、

川
越
市
尚
美
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
で
次
回

公
演
を
予
定
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

龍
滄
院
で
の
様
子
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Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
設
置

役
場
・
中
央
公
民
館
・
村
内
小
中
学
校

意
識
が
な
い
・
呼
吸
が
な
い
、

              

こ
ん
な
時
に
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
！

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
心
臓
の
状
態
を
判
断
し
、

必
要
な
と
き
に
心
臓
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク

を
与
え
て
心
臓
の
動
き
を
よ
り
正
常
に

近
い
状
態
に
戻
す
医
療
機
器
で
す
。

　

心
臓
発
作
が
起
き
る
と
血
液
を
送
り

出
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
数
分
後
に

は
脳
に
障
害
を
起
こ
し
ま
す
。
さ
ら
に

時
間
が
経
過
す
る
と
死
に
至
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
心
臓
発
作
が
起
き
て
す
ぐ

に
死
に
至
る
わ
け
で
は
な
く
、
心
臓
の

動
き
を
一
刻
も
早
く
正
常
な
状
態
に
戻

し
、
全
身
に
血
液
を
送
り
出
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
死
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

心
臓
発
作
に
は
様
々
な
種
類
が
あ
り

ま
す
。 

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
医
師
に
代
わ
っ
て
心

臓
の
状
態
を
判
断
し
、
ど
の
よ
う
な
処

置
を
す
れ
ば
良
い
の
か
を
音
声
で
指
示

を
出
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
電
気
シ
ョ
ッ

ク
を
与
え
て
心
臓
の
動
き
を
よ
り
正
常

に
近
い
状
態
に
戻
し
ま
す
。

　

学
校
施
設
を
利
用
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
事
故
を
は
じ
め
、
万
一
の
緊
急

時
に
は
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

・
役　

場　
　
　
　

総
務
課

・
中
央
公
民
館　
　

一
階
廊
下

※

行
事
で
持
ち
出
さ
れ
て
い
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す

・
片
品
小
学
校　
　

職
員
室

・
北
小
学
校　
　
　

職
員
玄
関

・
南
小
学
校　
　
　

職
員
室

・
武
尊
根
小
学
校　

職
員
室

・
片
品
中
学
校　
　

職
員
玄
関

･ 

花
の
駅　
　
　
　

事
務
室

Ａ 

Ｅ 

Ｄ  

設 

置 

場 

所

第８回かかし祭りが開催されました
　１０月１日から２１日までの間、花の駅広場において、

毎年恒例のかかし祭りが開催されました。

　今年も大きな作品や、昔ながらのワラで作ったものな

ど、村内外から３７体の手作りかかしが出品され、来場

された方々の目を楽しませていました。

　審査は、一般の皆様にも人気投票をしていただき各賞

が決まりました。一般投票は１５６４票、審査員による

票を加算した結果、グランプリには星野文次郎さんの

「少子化にストップ」 に、準グランプリには、高山茂男さ

んの「害獣に泣く農家」に決まりました。

　出品していただいた皆様、そして来場されて人気投票

に参加いただいた皆様、大変ありがとうございました。

グランプリ
高山茂男さん作：「害獣に泣く農家」

花の駅広場・かかしまつりの様子

星野文次郎さん作：「少子化にストップ」
準グランプリ

一般の部優秀賞
若林三吉さん作「寅さん片品に来る」

小中保育園生の部優秀賞
片品南小学校　３年生作「なまおに」

特別賞 片品南保育所作

「祝・尾瀬国立公園　水芭蕉ミッキー」

ニュース
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１
、
相
談
や
質
問
の
し
や
す
い
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

２
、
重
複
受
診
を
止
め
ま
し
ょ
う
。　

同
じ
病
気
で
複
数
の
病
院
を
受
診
す
る
と
初
診

　

料
、
検
査
料
、
薬
剤
な
ど
を
含
め
て
重
複
し
て
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
又
、
身
体
へ

　

の
負
担
も
心
配
さ
れ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

３
、
救
急
の
場
合
を
除
い
て
は
診
療
時
間
外
や
休
日
の
受
診
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

　
　

診
療
時
間
外
の
診
療
費
は
、
１
．
３
倍
、
休
日
が
１
．
９
倍
、
深
夜
２
．
８
倍
と

　

高
く
な
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
身
体
の
状
態
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
風
邪
が

　

流
行
す
る
時
期
で
す
。
日
本
人
は
ひ
と
冬
で
、
２
〜
３
回
風
邪
を
ひ
い
て
い
る
よ
う

　

で
す
。   

や
っ
と
風
邪
が
治
っ
た
の
に
ま
た
ひ
い
て
し
ま
っ
た
、
な
ん
て
こ
と
も
あ
り

　

ま
す
。

　
　

私
た
ち
が
風
邪
を
ひ
い
た
時
に
鼻
水
や
熱
が
出
る
の
は
、   

治
る
た
め
に
大
切
な
こ

　

と
で
す
。
ま
た
、
治
っ
て
も
す
ぐ
に
風
邪
を
ひ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、

　

の
ど
の
箒
役
の
繊
毛
細
胞
が
、
風
邪
で
壊
れ
る
と
治
る
ま
で
に
２
〜
３
日
か
か
り
、

　

こ
の
間
に
無
理
を
す
る
こ
と
で
別
の
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
た
め
で
す
。

　
　

で
は
風
邪
を
予
防
し
早
く
治
す
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
？
風
邪

　

の
原
因
の
９
割
は
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
も
の
で
す
。
そ
の
ウ
イ
ル
ス
を
退
治
す
る
良
い

　

治
療
法
は
残
念
な
が
ら
あ
り
ま
せ
ん
。
結
局
は
十
分
な
休
養
を
と
り
、
自
分
自
身
の

　

体
が
ウ
イ
ル
ス
に
打
ち
勝
て
る
よ
う
に
し
て
や
る
こ
と
が
一
番
大
切
で
す
。
次
の
こ

　

と
に
気
を
付
け
て
、
風
邪
を
よ
せ
つ
け
な
い
体
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

①
十
分
な
睡
眠
を

　
　

夜
は
免
疫
を
高
め
る
リ
ン
パ
球
が　

増
え
る
の
で
体
を
休
め
ま
し
ょ
う

②
温
度
・
湿
度
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル　
　

　
　

ウ
イ
ル
ス
は
高
温
多
湿
に
弱
い

③
バ
ラ
ン
ス
良
く
栄
養
を
十
分
に

　
　

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
や
タ
ン
パ
ク
質
を
多　

く
と
り
ま
し
ょ
う

④
い
つ
も
清
潔
に

　
　

手
洗
い
・
う
が
い
を
ま
め
に
し
ま
し
ょ
う

医
療
費
の
節
約
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

年
々
増
え
て
い
る
医
療
費
が
国
民
健
康
保
険
制
度
の
財
政
を
圧
迫
し
て
い

ま
す
。
中
で
も
老
人
医
療
費
の
伸
び
が
著
し
く
、
全
体
の
約
３
分
の
一
を
占

め
て
い
ま
す
。
医
療
費
の
増
加
は
保
険
税
負
担
の
増
加
を
招
き
ま
す
。
医
療

の
受
け
方
、
健
康
増
進
な
ど
に
工
夫
を
し
て
節
約
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

わが 家 の 自 慢 料 理
片品にぎり 作成者　桑原　米子（幡谷）

材 料　４人分

１人分の栄養価　　　　ｴﾈﾙｷﾞ ：ー２７７Kcal　　蛋白質：５．３ｇ　　脂質：０．８ｇ　　塩分：１．１ｇ

作り方

白菜の効能

～白菜を使った料理～

・白菜は野菜の中でも水分が多く、色々な栄養素が微量ながらまんべんなく含まれている。

   ビタミンＣが比較的豊富で、風邪や美肌に効果がある。外側の葉に最も多く、ついで芯に近い部分の葉に多く

　含まれている。

・カリウムが含まれ、利尿作用があり、ナトリウムの排泄を促進し、高血圧予防に有効。

・食物繊維が含まれており、便秘の改善や、大腸がんの予防に効果がある。

ワンポイント：・白菜漬けの水気をしっかりきる。

①米は洗って、分量の水を加えて 30 分くらいおき、普通に炊く。

②ご飯を 12 等分し、俵型に８個・丸形に

　４個にぎり、 それぞれを白菜でくるむ。

③丸型のものは、包丁を十字に入れ、

　梅（しその葉）をトッピングする。

　俵型のものは、一味唐辛子をかける。

（食って味 ( み ) 菜 ( な )）

おにぎり

米・・・・・・   2  合

白菜漬けの
　葉の部分・・12  枚

一味唐辛子・・  適 量

＊午後１時３０分～５時３０分開室

図 書 室 カレンダー 12 月り図 書 室 だ よ 読んでみませんか ?
『ホントのキミがわかる
イエス・ノー心理チェック』
大上　和博　作   ／  どい　まき　絵
小学校中学年から大人まで楽しめるクイズ本です。
日頃、かたくなっている頭と心を子どもとの会話
でほぐしてみてはいかがですか。
他　２７巻シリーズ 

月 火 水 木 金 土日
1

2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29

＊12 月 29 日～１月３日はお休みです
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教 

育 

委 

員 

会 

・
12
月 

の 

諸 

行 

事

※　予定が変更される場合もありますので、　
　　あらかじめご了承ください。

☆生涯学習・社会体育関係
・尾瀬の郷オゾンシアター公演
・子ども会上毛かるた大会
・子どもクラブＴ・Ｋ
　　クリスマスカードづくり

☆学校関係
・小学校　卒業を祝う会
・２学期終業式

◇片小
・友遊クラブ 

◇北小
・PTA 本部役員会⑥

◇南小
・PTA 役員･保護者合同会議

◇武尊根小
・学習発表会
・武尊根子ども教室
・桜花苑交流②

◇片中
・学校保健委員会②
（尾瀬地域　尾瀬高・利根中合同）
・生徒会選挙立会演説会･投票
・3年実力テスト
　一日公開参観日⑥
・生徒会球技大会

１日（土）
２日（日）

８日（土）

７日（金）
２１日（金）

１０日（月）

１３日（木）

４日（火）

３日（月）
６日（木）
１４日（金）

６日（木）
７日（金）
１１日（火）
１３日（木）
２１日（金）

ロ ー ラ 通 信
My Halloween!    Laura Tajima

October 31st was my favorite holiday, Halloween!

 I loved Halloween as a kid. I was so excited about staying

 up late, dressing up in costumes, and eating as much candy

 as I could! I loved carving my jack-o-lantern, a pumpkin with

 a face carved into it. After, my brothers and I would get into 

our costumes, go out to the neighborhood, knock on doors, 

and yell, “Trick-or-Treat.” Our neighbors would put candy in

 our bags and we would go to the next house. When we 

were finally tired or too cold we went home. My brothers 

and I would empty our bags of candy and trade each other 

for our favorites. Reeses’ Peanut Butter Cup was my favorite.

 When we went to bed I was tired and often had a 

stomachache from all the candy I ate. But I was so happy 

from such a great night.

１０月３１日は、私の大好きな祭日、ハロウィーンでした。子ども

の時から、今でも大好きな祭日です。まだ私が小さかった頃の、夜

遅くまで起きて、おもしろいコスチュームに身を包み、食べられる

限りのキャンディーを食べていた頃のことを思い出します。ジャコ

ランタンを作るのも大好きでした。兄たちと私はコスチュームに身

を包み、友達と連れだって、隣近所を回りました。近所の家々を周

り、ドアをノックし、 「トリック、オア、トリート」 と大声で叫ぶの

です。お菓子を手に入れると、また次の家へと突撃します。疲れた

り、寒くなってしまうと、わたしたちの襲撃は終わりになります。

わたしたちは手に入れたお菓子を広げて、大好きなお菓子をお互い

に交換しました。  “リーズのピーナッツバターカップ” が私のお気に

入りで、  それをどうにかしてたくさん兄たちから手に入れようとし

ていました。ベッドにもぐり込む頃には私はぐったりと疲れていて、

時にはお菓子の食べ過ぎでお腹を痛くすることもありました。けれ

ど、そんな楽しい夜が私は大好きでした。

That’ s me on the left! I was a gypsy!

活
動
紹
介
⑥
片
品
切
り
絵
の
会

　

平
成
７
年
度
か
ら
２
年
間
実
施
さ
れ

た
生
涯
学
習
講
座
（
切
り
絵
）
の
受
講

生
が
立
ち
上
げ
た
切
り
絵
の
会
は
、
沼

田
市
の
児
玉
洋
明
さ
ん
を
講
師
に
お
願

い
し
、
月
２
回
活
動
し
て
い
ま
す
。

会
長　

木
内
い
よ
子
さ
ん

　

切
り
絵
の
歴
史
は
以
外
と
浅
く
、
戦

後
か
ら
始
ま
っ
た
そ
う
で
す
が
、
お
金

が
そ
れ
ほ
ど
か
か
ら
ず
小
さ
な
ス
ペ
ー

ス
で
汚
れ
ず
い
つ
で
も
で
き
る
等
利
点

が
多
い
こ
と
が
魅
力
だ
そ
う
で
す
。
最

近
は
白
黒
の
基
本
色
か
ら
カ
ラ
ー
を
入

れ
る
作
品
が
多
く
な
り
全
国
的
に
も

ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

会
で
は
例
年
、
文
化
展
出
品
後
は
花

咲
の
湯
や
利
根
郡
信
用
金
庫
片
品
支
店

さ
ん
で
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る

そ
う
で
す
。

作品のでき映えに満足そうな皆さん

教育・生涯学習
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平
成
十
九
年
度
九
月

広 

報 

文 

芸　

片 

品 

村 

俳 

句 

会 

作 

家 

協 

会

俳　

 

句 　

会

平
成
十
九
年
度
十
月

　
　
　
　
　
　

鎌
田　
　

中
村　

導
子

秋
澄
む
や
パ
ン
を
焼
く
香
の
満
し
朝

目
で
試
着
シ
ョ
ウ
ウ
ィ
ン
ド
ー
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
の
服

　
　
　
　
　
　

鎌
田　
　

星
野　

光
子

指
切
り
の
ま
ま
の
別
れ
や
秋
桜

つ
つ
が
な
く
生
き
ゆ
く
幸
や
日
向
ぼ
こ

　
　
　
　
　
　

須
賀
川　

大
竹　

久
代

紺
深
き
菅
沼
澄
め
り
な
な
か
ま
ど

草
も
み
じ
木
椅
子
古
び
し
露
伴
の
碑

　
　
　
　
　
　

鎌
田　
　

松
井
亜
作
枝

幾
千
年
紫
式
部
色
変
へ
ぬ

頬
刷
け
ば
微
か
な
温
み
愛
の
羽
根

　
　
　
　
　
　

摺
渕　
　

木
村　

佳
江

百
歳
の
喪
の
家
照
ら
す
今
日
の
月

庭
草
の
遊
び
ほ
う
け
て
虫
の
秋

　
　
　
　
　
　

東
小
川　

千
明
ヒ
ロ
子

秋
う
ら
ら
孫
に
そ
い
寝
の
童
唄

む
ら
さ
き
の
野
菊
残
し
て
草
を
刈
る

　
　
　
　
　
　

鎌
田　
　

渡
辺　

和
昭

月
山
太
鼓
霧
に
流
れ
る
風
露
草

団
栗
に
打
た
れ
む
ず
か
る
木
道
の
子

　
　
　
　
　
　

鎌
田　
　

星
野
ト
ミ
エ

秋
高
く
河
原
に
の
こ
る
月
見
草

父
母
の
在
り
し
日
遠
き
萩
の
花

　
　
　
　
　
　

鎌
田　
　

寺
岡　

貞
子

天
高
く
尾
瀬
の
登
山
者
バ
ス
を
待
つ

う
ろ
こ
雲
秋
海
棠
の
踊
り
い
る

　
　
　
　
　
　

鎌
田　
　

萩
原
キ
ヨ
子

モ
ロ
コ
シ
を
孫
に
送
っ
て
電
話
待
つ

大
豆
刈
り
汗
を
流
し
て
一
休
み

　
　
　
　
　
　

栃
久
保　

戸
丸　

好
夫

老
う
程
に
枯
れ
た
る
井
戸
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
る
べ
か
な

置
き
忘
れ
泣
く
風
鈴
や
秋
の
風

　
　
　
　
　
　

鎌
田　
　

吉
野　

道
子

コ
ス
モ
ス
や
辻
の
地
蔵
の
眼
の
や
さ
し

ひ
と
り
言
亡
夫
に
聞
か
せ
て
温
め
酒

　
　
　
　
　
　

花
咲　
　

星
野　

百
姓

金
婚
を
祝
わ
れ
見
上
ぐ
秋
の
空

粧
い
て
金
婚
式
や
秋
晴
れ
る

　
　
　
　
　
　

築
地　
　

千
明
お
さ
む

手
の
ひ
ら
に
受
け
て
転
が
す
寒
露
か
な

吾
が
名
前
呼
び
捨
て
ら
れ
て
秋
寒
し

　
　
　
　
　
　

鎌
田　
　

星
野　

歌
子

葉
が
落
ち
て
残
し
て
お
い
た
木
守
柿

朝
霧
に
包
み
込
ま
れ
た
過
疎
の
村

　
　
　
　
　
　

摺
渕　
　

千
明　

新
芽

楽
し
き
は
友
を
迎
え
て
紅
葉
句
座

猫
の
瞳
の
緑
に
光
る
夜
長
の
灯

小
学
生
伝
統
芸
能
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

10
月
12
日 （
金
） 

片
品
村
文
化
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、  

群
馬
県
教
育
文
化
事
業
団
と

片
品
村
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る
小
学
生

伝
統
芸
能
教
室
（
日
本
舞
踊
）
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
小
学
生
に
日

本
舞
踊
の
鑑
賞
や
体
験
を
と
お
し
て
日
本

古
来
の
伝
統
文
化
、
伝
統
芸
能
へ
の
関
心

を
高
め
て
も
ら
い
豊
か
な
情
操
を
培
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
和
楽
器
と
日
本
舞
踊
の
解
説

が
あ
り
、
そ
の
後
に
各
小
学
校
か
ら
の
児

童
が
太
鼓
、
大
鼓
（
お
お
か
わ
）、 

鼓
、 

唄

と
踊
り
を
披
露
し
、
鑑
賞
し
て
い
た
先
生

方
や
友
だ
ち
か
ら
盛
ん
な
拍
手
を
も
ら
っ

て
い
ま
し
た
。
後
半
で
は
、
日
本
舞
踊
西

川
流
、
西
川
扇
生
先
生
に
よ
る
『
越
後
獅

子
』
の
上
演
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

出
演
し
た
児
童
は
普
段
さ
わ
る
こ
と
の

な
い
楽
器
や
め
ず
ら
し
い
衣
裳
に
大
変
興

味
が
わ
い
た
よ
う
で
し
た
。
和
太
鼓
に
よ

る
音
響
効
果
で
は
、
雪
の
音
の
表
現
や
風

の
音
の
描
写
な
ど
、
判
り
や
す
く
解
説
い

た
だ
き
、
伝
統
芸
能
の
奥
の
深
さ
を
感
じ

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

児
童
の
お
囃
子
と
児
童
・
教
職
員
の
踊
り

片
品
カ
レ
ッ
ジ
「
ほ
た
か
星
空
観
察
会
」

星�

�
手
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

10
月
９
日 （
火
）、 

午
前
中
は
暗
い

雲
が
空
を
覆
っ
て
い
ま
し
た
が
、
午

後
に
は
青
空
が
見
え
始
め
、
日
没
時

に
は
絶
好
の
星
空
観
察
日
和
に
な
り

ま
し
た
。

　

会
場
の
武
尊
牧
場
に
は
、
花
咲
の

ペ
ン
シ
ョ
ン
協
会
の
方
々
を
始
め
と

し
、
十
数
名
の
参
加
者
が
集
ま
り
、

バ
ス
で
「
ま
き
ば
」
の
と
こ
ろ
ま
で

登
り
ま
し
た
。

　

北
に
は
北
斗
七
星
・
カ
シ
オ
ペ
ア
、

南
に
は
さ
そ
り
座
と
木
星
、
天
頂
近

く
に
は
夏
の
大
三
角
形
、
東
に
は
秋

の
代
表
的
な
ペ
ガ
ス
ス
の
四
角
形
と
、

ま
さ
に
星
に
手
が
と
ど
き
そ
う
で
し

た
。

　

当
日
は
流
星
群
の
出
現
が
期
待
で

き
る
日
で
し
た
の
で
、
と
き
ど
き
無

音
で
流
れ
る
流
星
も
見
ら
れ
、
参
加

者
か
ら
「
見
え
た
見
え
た
」
と
歓
声

が
上
が
り
ま
し
た
。

　

満
天
の
星
空
と
参
加
者
の
よ
う
す

を
写
真
で
紹
介
で
き
な
い
の
が
残
念

で
す
。

　

ご
参
加
下
さ
い
ま
し
た
方
々
、
会

場
を
提
供
し
て
下
さ
い
ま
し
た
武
尊

牧
場
、
ま
た
、
当
日
の
天
気
に
感
謝

致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）
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ビ
ン
を
出
す
際
は

         
キ
ャ
ッ
プ
を
必
ず
外
し
て
！

　

現
在
、   
月
に
１
回
ビ
ン
の
回
収
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
ビ
ン
を
出
す
際
に

キ
ャ
ッ
プ
が
つ
け
ら
れ
た
ま
ま
の
物
が

多
く
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
キ
ャ
ッ
プ

が
つ
け
ら
れ
た
ま
ま
で
す
と
、
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
手
作
業
で
１
本

ず
つ
キ
ャ
ッ
プ
を
取
ら
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
出
す
方
１
人
ひ
と
り
が
、
気

を
つ
け
て
出
し
て
頂
け
れ
ば
こ
の
大
変

な
作
業
も
無
く
な
り
ま
す
の
で
、
是
非

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
な
お
、

外
し
た
キ
ャ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
カ
ン

の
袋
に
入
れ
て
指
定
日
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。

「
第
59
回
人
権
週
間
」

特
設
人
権
相
談
所
開
設
に
つ
い
て

　

前
橋
地
方
法
務
局
及
び
群
馬
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
こ
の
人
権
週

間
の
行
事
の
一
環
と
し
て
、
県
内
の
市

町
村
71
か
所
に
お
い
て
、
特
設
人
権
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

毎
日
の
生
活
の
中
で
の
人
権
に
関
す

る
事
柄
、
い
じ
め
、
セ
ク
ハ
ラ
等
の
問

題
、
困
り
ご
と
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
方

は
ど
ん
な
こ
と
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の

で
、
お
近
く
の
特
設
相
談
所
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。
料
金
は
無
料
で
、
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
出

か
け
下
さ
い
。

　

な
お
、
特
設
相
談
所
へ
お
越
し
に
な

れ
な
い
方
は
通
常
ど
お
り
前
橋
地
方
法

務
局
及
び
各
支
局
で
電
話
相
談
を
受
付

け
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
願
い
ま

す
。

相　
　
　
　

談

　

法
務
省
で
は
、
本
年
12
月
４
日
か
ら

同
月
10
日
ま
で
を
「
第
59
回
人
権
週
間
」

と
定
め
全
国
的
な
各
種
行
事
を
企
画
し

て
い
ま
す
。

片
品
村
の
相
談
所
は

　
　

次
の
と
お
り
開
設
さ
れ
ま
す
。

●　

日　

時　

12
月
５
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

●　

場　

所　

片
品
村
役
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
階　

指
導
室

　

な
お
、 

人
権
擁
護
委
員
の
自
宅
で
も
、

常
時
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

●　

片
品
村
人
権
擁
護
委
員

　
　

大　

竹　

長　

久

　
　
　
　
（
５
８
）
３
１
０
０

　
　

小　

山　

倫 

太 

郎

　
　
　
　
（
５
８
）
３
９
５
７

お　

し　

ら　

せ

　

平
成
19
年
１
月
か
ら
平
成
19
年
12
月
ま
で
に
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、
そ
の
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

　

平
成
19
年
中
の
所
得
の
申
告
に
つ
い
て
、
国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
際
に
は
、
1
年

間
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付
等
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
等
か
ら
送
ら
れ
る
控
除
証
明
書
と
同
様
に
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
額
を
証
明
す
る

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
） 

控
除
証
明
書
」 （
ハ
ガ
キ
） 

が
社
会
保
険
庁
か
ら
11
月
上
旬
に
送
ら
れ
ま
す
。 

年
末

調
整
や
確
定
申
告
の
手
続
き
の
際
に
は
、
こ
の
控
除
証
明
書
ま
た
は
国
民
年
金
保
険
料
の
領
収
証
書
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
申
告
を
す
る
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
℡
０
５
７
０
・
０
０
・
９
９
１
１　

Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
℡
０
４
５
・
３
２
６
・
１
８
４
０
）

ま
た
は
社
会
保
険
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

十
一 

月 

年 

金 

広 

報 

テ 

ー 

マ

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
、「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
等
の

証
明
書
の
添
付
や
提
示
が
必
要
で
す

＊
控
除
証
明
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
の
利
用
で
き
る
期
間
は
、
平
成
19
年
11
月
１
日
か
ら
平
成
20
年
３
月
14
日
ま
で
、

　

受
付
時
間
は
平
日
９
時
か
ら
17
時
ま
で
で
す
。

　

芸
術
の
秋
を
落
語
で
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。
日
本
テ
レ
ビ
の
笑
点
で

活
躍
中
の
春
風
亭
昇
太
、
林
家
た

い
平
両
師
匠
を
お
迎
え
し
例
会
を

開
催
し
ま
す
。
ご
近
所
お
誘
い
合

わ
せ
て
ご
来
場
下
さ
い
。

 

と　

き  

12
月
５
日
（
水
）

          　
　

開
演  

午
後
６
時
30
分

 

と
こ
ろ  

片
品
村
文
化
セ
ン
タ
ー

主　

催  

片
品
芸
能
鑑
賞
会

後　

援  

片
品
村
教
育
委
員
会

入
場
料  

  

一   

般                

３,

０
０
０
円

   

高
校
生
以
下     

１,

０
０
０
円

              （
当
日
各
５
０
０
円
増
）

   

芸
能
鑑
賞
会
員 

２,

５
０
０
円

 

入
場
券
好
評
発
売
中

お
求
め
は
お
近
く
の
役
員
ま
で

問
い
合
わ
せ　

                          

（
58
）
２
７
０
０

（
58
）
２
３
４
８

春風亭昇太師匠林家たい平師匠

第
17
回 

片
品
芸
能
鑑
賞
会
例
会
開
催
「
春
風
亭
昇
太
、
林
家
た
い
平
落
語
二
人
会
」
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特
別
講
演
会
「
尾
瀬
に
見
る
人
と

           

自
然
の
共
生
」
聴
講
者
募
集

●
日　

時

　
　

12
月
８
日
（
土
）

　
　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

●
場　

所

　
　

利
根
沼
田
県
民
局
庁
舎

　
　
　
　

 

１
０
１
会
議
室
（
１
階
）　　

●
講　

師

　
　
　

岩
槻
邦
男　

先
生

　
　

兵
庫
県
立
人
と
自
然
の
博
物
館

　
　

長
、
放
送
大
学
客
員
教
授
、
東

　
　

京
大
学
名
誉
教
授
、
元
中
央
環

　
　

境
審
議
会
野
生
生
物
部
会
長

●
聴
講
料　

無
料
、

●
募
集
人
員

　
　
　
　
　

１
０
０
名
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み
方
法

　
　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

　
　

記
の
上
「
申
し
込
み
先
」
へ
電

　
　

話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、Ｅ
メ
ー
ル
、
ハ
ガ

　
　

キ
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
12
月
５

　
　

日
（
水
）
ま
で
に
お
申
し
込
み

　
　

く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
先

　
　

放
送
大
学
群
馬
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　

〒
３
７
１　

０
０
３
２

　
　

前
橋
市
若
宮
町
１-

１
３-

２

　
　

０
２
７
（
２
３
０
）
１
０
８
５

　

FAX
０
２
７
（
２
３
０
）
１
０
９
４

●
問
い
合
わ
せ
先

　

沼
田
行
政
事
務
所　

政
策
室

　
「
尾
瀬
に
見
る
人
と
自
然
の
共
生
」

　

特
別
講
演
会
の
担
当
ま
で

　
　

０
２
７
８
（
22
）
４
３
３
８

募　
　
　

集

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

gunm
a-housou@

u-air.ac.jp

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

num
atagyou@

pref.gunm
a.jp

試　
　
　

験

平
成
19
年
度
自
衛
官
等
採
用
試
験

●
二
等
陸
・
海
・
空
士
募
集

▼
受
験
資
格
・
18
歳
以
上
27
歳
未
満

▼
受
付
期
間
・
通
年

▼
試
験
日
／
場
所

　

平
成
19
年
11
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　

／
相
馬
原
駐
屯
地

　

平
成
19
年
12
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　

／
新
町
駐
屯
地

●
自
衛
隊
生
徒

▼
受
験
資
格
・
中
卒(

見
込
含)

　
　
　
　
　
　

17
歳
未
満
の
男
子

▼
受
付
期
間
・
平
成
19
年
11
月
１
日

   ( 

木 ) 

〜
平
成
20
年
１
月
８
日 （
土
）

▼
試
験
・
平
成
20
年
１
月
12
日 （
土
）

▼
場
所
・
前
橋
市
南
町
「
勢
多
会
館
」

●
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
沼
田
募
集
事
務
所

　

   （
23
）
４
１
１
１

　

群
馬
地
方
協
力
本
部
Ｈ
Ｐ

http://w
w
w
.m
od.go.jp/pco/gunm

a

11 月 11 日（日）～ 11月 17 日（土）「税を考える週間」 テーマ：　少子・高齢社会と税

～　国税電子申告・納税システム（e-Tax）の周知及び利用促進　～
　平成 19 年度は、昨年に引続き 「少子･高齢社会と税」 をテーマとして、 少子 ・ 高齢社会における税の意義や役割など
について考えてもらうための情報を提供するとともに、 国税庁における当面の最重要課題である 「国税電子申告 ・ 納税
システム （e-Tax） の周知及び利用促進」 に重点的に取り組みます。

１マスメディアやインターネットを活用した広報
２国税庁ホームページの活用　　　　　　　　　　　　　
３講演会及び説明会等
４国税モニター座談会
５税に関する作文の表彰
６その他～関係民間団体による講演会や税の作品展の開催など

週間中の活動

少子・高齢社会と税

国税電子申告・納税システム（e-Tax）とは～

　わが国においては、少子・高齢化が著しいスピードで進んで
います。少子化社会白書によると、 2050 年の人口構成は、 高齢
者（65 歳以上）  1 人に対して生産年齢人口  （15 歳から 65 歳未
満人口） は 1.5 人と、  「超少子高齢社会」のものに変わってしま
います。
　このような社会では、労働力人口の減少や、年金・医療など
の社会保障関係費の増大が見込まれ、公的サービスの財源とな
る税の役割はますます重要になります。

税務行政の現状と取組
　このような現状を踏まえると、  IT 化の進展に即応した、  納税
者にとってより便利で、税務当局にとってより事務の簡素化・
効率化等につながる汎用性のある申告手段を普及させていく必
要があります。
　国税庁においては、国税庁ホームページの「確定申告書等作
成コーナー」 などによりＩＴ化に対応した利便性の向上を図っ
てきましたが、  e-Tax  の普及により納税者サービスの一層の充
実を図っていきます。

○国税に関する各種手続

①所得税、法人税、消費税、酒税及び印紙税の申告

②全税目の納税

③申請・届出等

が自宅やオフィスからインターネット等を通じて行

うことができます！

○特に源泉所得税の毎月納付や消費税の中間申告・

　納付など、利用回数の多い手続には便利です！

個人の方は、更に便利！

①　HPからカンタン申告
②　最高 5,000 円の税額控除
③　添付書類が提出不要
④　還付金がスピーディー
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募　
　
　

集

訪
問
介
護
員(

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー)

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
の

　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

●
期
日
／
申
込
締
切
日
及
び
会
場

・
11
月
17
日(

土)

／
11
月
12
日(

月)

　

群
馬
パ
ー
ス
福
祉
専
門
学
校

・
11
月
24
日
／
11
月
19
日(

月)

　

高
崎
健
康
福
祉
大
学

・
12
月
1
日(

土)

／
11
月
26
日(

月)

　

太
田
情
報
商
科
専
門
学
校

・
12
月
8
日(

土)

／
12
月
3
日(

月)

　

群
馬
県
立
高
齢
者
介
護
セ
ン
タ
ー

※

各
会
場
、
定
員
（
40
人
）
に
な
り
次

　

第
締
め
切
り
、
但
し
就
業
希
望
者
を

　

優
先
し
ま
す
。

●
時　

間

 

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
内　

容

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
就
業
希
望
者
及

　

び
初
任
者
向
け
の
実
践
的
な
介
護

　

技
術
・
演
習
等

●
対　

象

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
資
格
を
有
す
る

　

就
業
希
望
者
又
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

　

業
務
初
任
者

※

参
加
対
象
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
資

　

格
取
得
者
の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

　

ま
す
の
で
、
ご
了
承
下
さ
い
。

●
参
加
費

　
　

３
，
０
０
０
円

●
申
し
込
み
方
法

　

・
郵
送
／
Ｆ
Ａ
Ｘ

　

用
紙
に

①
希
望
会
場(

第
２
希
望
ま
で
記
入)

②
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話

　

番
号
・ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

③
就
業
希
望
者
も
し
く
は
ヘ
ル
パ
ー
初

　

任
者
の
別

④
ヘ
ル
パ
ー
資
格
取
得
年
及
び
級
を
記

　

入
し
て
下
さ
い
。 

⑤
郵
送
の
み
80
円
切
手
を
貼
っ
て
返
信

　

用
封
筒
を
同
封
し
て
下
さ
い
。

(

受
講
票
は
郵
送
で

　
　
　
　
　

お
送
り
い
た
し
ま
す
。 )

※

受
講
票
が
届
か
な
い
場
合
は
、
必
ず

　

事
務
局
に
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

群
馬
県
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
協
議
会

　

事
務
局(

群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　

地
域
福
祉
グ
ル
ー
プ)

　

〒
３
７
１-

８
５
２
５

　
　

前
橋
市
新
前
橋
町
13-

12

　
　
　
　

０
２
７-

２
５
５-

６
０
３
１

　
　
　

FAX
０
２
７-

２
５
５-

６
４
４
４

）

白
根
・丸
沼

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

須
賀
川

御
座
入

菅　

沼

築　

地

下　

平

摺　

渕

幡　

谷

鍛
治
屋

栃
久
保

登　

戸

山　

崎

栗　

生

針　

山

下
小
川

中　

井

穴　

沢

上
小
川

太　

田

細
工
屋

阿　

村

上　

而

中　

里

新　

井

古　

仲

伊
閑
町

閑　

野

戸　

倉

鎌
田
１

鎌
田
２

鎌
田
３

鎌
田
４

鎌
田
５

村
全
体

国保税 固定資産税 村全体(国保税) 村全体(固定資産税)

平成１９年度　国保税第６期・固定資産税第３期　納税率調（税額）
平成１９年１０月１０日現在

・落とし物や忘れ物の保管期間が６ヶ月から３ヶ月になります。
・落とし物や忘れ物の情報がインターネットで公開されます。
・携帯電話やカード類など個人情報が入った物については、拾っ
　た人は所有権を取得できないこととなります。
・公共交通機関や店舗など多くの落とし物や忘れ物を取り扱う事
　業者を対象に特別施設占有者制度が新設されます。
・傘や衣類など大量・安価な物等は 2週間以内に落とし主が見つ
　からない場合は、売却できることとなります。 ●問い合わせ先　沼田警察署　会計課（22）0110

主な改正内容 平成 19年 12 月 10 日から
落し物・忘れ物に関する法律
（遺失物法）が変わります！！

・動物愛語法による引き取りの対象となった
　所有者が判明しない犬・猫は、遺失物法の
　対象外となります。
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星
野　

和
子
さ
ん
（
花
咲
）

　

11
月
と
い
う
と
各
地
で
文
化
展
や
菊

花
展
が
開
催
さ
れ
文
化
の
月
を
想
像
し

ま
す
。　

　

今
回
ご
紹
介
し
ま
す
星
野
和
子
さ
ん

は
、
こ
こ
数
年
意
欲
的
に
絵
画
を
描
き

上
げ
、
県
内
外
の
展
覧
会
で
受
賞
さ
れ

て
い
ま
す
。　

　

昭
和
62
年
、
県
立
高
校
の
事
務
職
員

と
し
て
武
尊
高
校
（
現
在
の
尾
瀬
高
校
）

に
お
勤
め
の
頃
、
美
術
担
当
の
先
生
に

油
絵
セ
ッ
ト
を
譲
り
受
け
小
さ
な
油
絵

を
描
い
た
の
が
絵
画
を
始
め
た
き
っ
か

け
だ
そ
う
で
す
。

　

そ
の
後
、
片
品
村
絵
画
教
室
に
入
り
、

故
中
畑
仙
八
さ
ん
に
指
導
を
受
け
る
と

上
達
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

言
い
ま
す
。

　　

昨
年
の
近
美
展
出
品
作

　
　
　
　
「
夏
の
朝
」

　

絵
を
描
く
際
に
は
現
地
に
何
度
も
足

を
運
び
、
写
真
も
色
々
な
方
向
か
ら
撮

影
し
参
考
に
し
て
仕
上
げ
る
の
で
、
和

子
さ
ん
の
作
品
は
風
景
が
リ
ア
ル
伝
に

わ
っ
て
き
ま
す
。

　

お
勤
め
の
花
咲
の
湯
で
は
、
花
担
当

と
い
う
こ
と
で
、 

レ
ス
ト
ラ
ン
や
浴
室 

・

玄
関
な
ど
館
内
に
飾
っ
て
あ
る
草
花
は

和
子
さ
ん
が
野
山
や
知
人
宅
な
ど
で
手

に
入
れ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
そ
う
で

す
。
こ
ち
ら
も
絵
画
に
匹
敵
す
る
ほ
ど

の
出
来
映
え
で
す
。
ト
イ
レ
に
飾
っ
た

花
は
地
元
の
陶
芸
家
が
焼
い
た
花
瓶
に

さ
さ
れ
、
お
互
い
を
引
き
立
た
せ
ま
す
。

　

先
日
の
文
化
展
に
は
御
座
入
に
あ
る

「
蓮
の
池
」
と
と
息
子
さ
ん
を
描
い
た

 「 

ひ
と
と
き 

」  

の
２
枚
を
出
品
し
ま
し

た
。

　

絵
に
関
し
て
は
行
動
的
で
教
室
や

デ
ッ
サ
ン
画
会
に
沼
田
や
前
橋
ま
で
通

い
、
天
気
が
良
け
れ
ば
ス
ケ
ッ
チ
に
出

る
そ
う
で
す
。

　

 「
絵
を
描
い
て
い
る
と
時
間
が
経
つ

の
が
早
い
」
と
話
す
和
子
さ
ん
。

　　

こ
れ
か
ら
も
体
に
気
を
付
け
て
、
ご

活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

息
子　

聡
君
を
描
い
た

　
　
　
　
「
ひ
と
と
き
」

自分で飾った秋の草花と和子さん（花咲の湯にて）

　

11
月
12
日
〜
18
日
は
、
全
国
糖
尿
病
週
間
で
す
。
こ
れ
を
機
会
に
、
今
年
の
健
診
結

果
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

今
年
の
糖
尿
病
週
間
の
テ
ー
マ
は
、 「
糖
尿
病
の
正
し
い

知
識
と
自
己
管
理
」、
標
語
は 「
百
千
の
く
す
り
に
勝
る
自
己
管
理
」
で
す
。

　

 

糖
尿
病
の
初
期
は
あ
ま
り
症
状
が
無
く
、
症
状
が
出
た
と
き
は
、 
す
で
に
あ
る
程
度

進
ん
で
い
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、
恐
ろ
し
い
合
併
症
を
起
こ
し
ま

す
。
健
診
の
数
値
を
確
認
し
、
要
治
療
と
さ
れ
た
方
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
診
断
基
準

に
近
い
数
値
の
方
も
、
糖
尿
病
に
な
る
前
に
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

保 

健 

だ 

よ 

り

全
国
糖
尿
病
週
間

○
こ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

・
の
ど
が
渇
き
、
水
分
を
多
く
飲
む

・
尿
の
量
や
回
数
が
増
え
る

・
食
べ
て
も
太
ら
ず
急
に
や
せ
る

○
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う

・
過
食
を
さ
け
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
と
る

・
適
度
な
運
動
を
こ
こ
ろ
が
け
る

・
太
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に

・
お
酒
や
甘
い
物
を
ひ
か
え
め
に

・
規
則
正
し
い
生
活
を
す
る

・
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る

・
定
期
健
診
を
受
け
る

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

　

近
年
、
児
童
虐
待
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
等
が
テ
レ
ビ
や
新
聞
を
騒
が
せ
て
い
ま
す
。

児
童
相
談
所
等
に
よ
る
相
談
対
応
件
数
は
、
依
然
と
増
加
し
て
お
り
、
特
に
子
ど
も
の

生
命
が
奪
わ
れ
る
な
ど
の
重
大
な
事
件
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
悲
し
い
事
件
が
起
こ
る

前
に
、
社
会
全
体
で
尊
い
命
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

○
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
の
５
か
条

①「
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
ら
迷
わ
ず
連
絡
（
通
報
し
て
く
だ
さ
い
）

②「
し
つ
け
の
つ
も
り…

」
は
言
い
訳
（
子
ど
も
の
立
場
に
立
っ
て
判
断
し
ま
し
ょ
う
）

③
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い
（
あ
な
た
に
で
き
る
こ
と
か
ら
即
実
行
し
ま
し
ょ
う
）

④
親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
立
場
（
子
ど
も
の
話
を
最
優
先
し
ま
し
ょ
う
）

⑤
虐
待
は
あ
な
た
の
周
り
で
も
起
こ
り
う
る
（
特
別
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
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広
 報
   「
 か
 た
 し
 な
 」   は

 尾
 瀬
 の
 木
 道
 を
 材
 料
 に
 し
 た
  エ
 コ
 ペ
 ー
 パ
 ー
 を
 使
 用
 し
 て
 い
 ま
 す
 。
　
    印
 刷
 所
 ／
  笠
 原
 印
 刷
 ㈲
  　
　
制
 作
 ･デ
ザ
イ
ン
／
  ㈲
 尾
 瀬
 生
 活

eqRoY0yUh++eqRoY0yUh++

休日の病院（緊急時）11月 12 月

今月の
納期は

国 民 健 康 保  険 税    第 8 期

納期は　１１月３０日（水）です
口  座  振  替  の  方  は  事  前  に  残  高  確  認  を  ！

ミ　

ニ　

情　

報

11
／
10　

農
協
祭

11
／
16　

消
費
生
活
展

11
／
18　

か
た
し
な
音
楽
祭

11
／
23　

大
白
祭

12
／
１　

ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ロ
ル

交
通
情
報
（
冬
期
通
行
止
予
定
）

11
／
12　

津
奈
木
橋
・
鳩
待
峠

11
／
12　

Ｒ
401
戸
倉
交
差
点
〜

11
／
19　

水
上
・
片
品
線

12
／
25　

Ｒ
120
丸
沼
高
原

　
　
　
　
　
　

ス
キ
ー
場
入
口
〜

17日（土）　利根中央病院

18 日（日）　月夜野病院

24 日（土）　内田病院

25 日（日）　国立沼田病院

001 日（土）　沼田脳神経外科

002 日（日）　利根中央病院

8日（土）　月夜野病院

9日（日）　内田病院

固    定    資    産    税    第 4 期
上    下    水    道    料    第 4 期

命名
大勢の人々に愛し愛され、友達がたく
さん出来るように来人とつけました。

将来どんな人になってほしいですか
外に出て色々な事に挑戦し、色々な社
会を見てもらいたい。

萩原　繁司　　麻代さん（戸倉）のお子さん

ら  い  と

来 人 ちゃん 平成１８年１２月２５日

り　　お

凜 音 ちゃん 平成１８年１２月１３日
笠原　高広　　和　さん（越本）のお子さん
命名

心地良い音色をもつ音のように、
のほほんと穏やかな子でありなが
ら、しっかり自分の考えをもった
凜とした子になってほしいという
願いをこめて名づけました。
将来どんな人になってほしいですか

周りの人も元気になれるくらい、
明るく、笑顔の似合う人になってほしいです。

善　
　
　

意

　

東
小
川
上
小
川
出
身
で
、
埼
玉
県
上

尾
市
「
株
式
会
社
ニ
チ
ネ
ン
」
代
表
取

締
役
の
小
林
始
さ
ん
が
尾
瀬
保
護
財
団

へ
、
１
０
０
，
０
０
０
円
を
寄
付
さ
れ

ま
し
た
。　
　

　

ま
た
、
小
林
社
長
は
東
小
川
に
設
立

し
た
清
涼
飲
料
水
の
生
産
工
場
「
尾
瀬

工
場
」
か
ら
の
収
益
金
の
一
部
も
永
続

的
に
寄
付
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

遠藤事務局長と小林社長（右）

寄
附
金　

１
０
０
，
０
０
０
円

寄
付
金　
　

３
０
，
０
０
０
円

　

尾
瀬
片
品
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様
か

ら
片
品
村
の
青
少
年
健
全
育
成
に
と
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
趣
意
に
沿
う
よ
う
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

お
心
尽
く
し
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

さん笠 原 勇 治
か さ は ら  ゆ う じ

25 歳
（父）佐久三さん　（母）道代さん

片品村大字越本

３．片品をどう思いますか
　山だけど楽しくて良いところ
　だと思います。

６．村民の方へメッセージをお願いします
　これからもよろしくお願いします。

１．何処へお勤めですか 　
　（有）星野住建です。

２．趣味は何ですか　
　スポーツ全般です。

４．好きな異性のタイプは　
　清楚な感じの人です。

５．目標があれば教えてください
　仕事と遊びをがんばる。

2;Zd(7yH2;Zd(7yH

平
成
19
年
9
月 

20 

日 

〜 

10
月
19
日

お  

め  

で  

た

　

亡
く
な
ら
れ
た
方 

10
人

午
前　

8
時
30
分
〜

　
             

午
後　

12
時
15
分
迄

年
始
年
末
を
除
く
毎
週
土
曜
日
、

住
民
課
各
種
証
明
書
発
行
及
び

収
納
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

“

土
曜
日
窓
口
業
務
開
設
中”

窓   

口   

か   

ら

お  

く  

や  

み

★
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん  

４
人

中
山　

英
基　

男 　

英
翔 　

土
出

川
合　

憲　
　

女 　

優
海 　

鎌
田

萩
原　

秀
基　

女 　

璃
々 　

戸
倉

入
澤　

学　
　

男 　

佑
太 　

越
本

え
い
と

ゆ
う
か

り　

り

ゆ
う
た

★
婚
姻
さ
れ
た
方 

１
組

○
石
井　

元
朗　

前
橋
市

　

吉
野　

奈
美　

土　

出

宮
田　

憲　

一　

81
歳 　

東
小
川

千
明　

新　

作　

73
歳 　

築　

地

星　
　

源　

司　

80
歳 　

東
小
川

小
林　

正　

義　

71
歳 　

下　

平

星
野　

キ
ン
子　

87
歳 　

東
小
川

萩
原　
　

璋　
　

83
歳 　

戸　

倉

吉
野　

み　

か　

82
歳 　

越　

本

新
井　

衡　

平　

78
歳 　

御
座
入

北
澤　

辰　

雄　

72
歳 　

花　

咲

吉
野　
　

山　
　

80
歳 　

土　

出




